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令和３年３月 31 日 

評価の見方  Ａ：達成できたもの         Ｂ：できている（ただし、更なる努力を要する） 

Ｃ：できていない（検討を要する）  Ｄ：条文を改正する 

Ｅ：その他             －：評価の対象としない  

条文 評価 取組状況、課題・問題点 今後の対策等 

目  的 第 1 条  - 
【取組状況】 

・理念を確認している。 

条例の位置付け 第 2 条  - 
【取組状況】 

・理念を確認している。 

議会の活動原則 第 3 条  - 
【取組状況】 

・理念を確認している。（第 5 条以降の各条で具体的に評価する） 

議員の活動原則 第 4 条  - 
【取組状況】 

・理念を確認している。（第 5 条以降の各条で具体的に評価する） 

会  派 第 5 条 

1 項 Ａ 

【取組状況】 

・会派を結成している。 

・会派結成にあたって結成届に会派の同一理

念や結成目的を記載した会派規約を添付す

ることとし、全会派から会派規約が提出されて

いる。 

 

2 項 Ｂ 

【取組状況】 

・コロナ禍により、政務活動費を活用した県外

視察は控えたが、実施した県内視察や独自

の調査内容については報告書を市議会 HP

に掲載し、成果を情報公開している。 

・会派代表者会を適宜、開催している。 

 

【課題・問題点】 

・コロナ禍により、政務活動費を活用した視察

は控えたが、調査研究した成果を共有（会派

間・月例会議等）し、議会活動に反映させるよ

う引き続き努める必要がある。 

・会派代表者会で合意形成に努めているが、

今後も引き続き合意形成に努める必要があ

る。 

・調査研究した内容

を市議会 HP に掲

載し、情報公開す

るとともに、議員間

で調査成果の共有

化を図りながら、議

会活動に反映させ

るよう引き続き努め

る。 

・会派代表者会で合

意形成に努めてい

るが、今後も引き続

き合意形成に努め

る。 

市民参加 

 

（公聴会・参考人

制度の活用） 

（請願及び陳情） 

第 6 条  Ｂ 

【取組状況】 

・本会議での公聴会、参考人制度の活用の実

績はないが、委員会では参考人制度を活用

している。 

参考人招致件数（請願審査を含む） 

 平成 29 年度  3 件 

 平成 30 年度  1 件 

 令和元年度   １件 

 令和 2 年度   4 件 

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の

観点から今年度の議会報告会の開催は見送

った。 

・新型コロナウイルス

感染症の感染拡大

防 止 に留 意 し つ

つ、当面は常任委

員会の活動を通し

て、今後も活用に

努める。 

第 7 条 1 項 Ｂ 

【取組状況】 

・平成 29 年度受理件数 

請願 2 件 

・請願及び陳情につ

いて、引き続き適

切 な 対 応 に努 め

大船渡市議会基本条例＝令和２年度検証結果表＝ 
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条文 評価 取組状況、課題・問題点 今後の対策等 

陳情 7 件 

・平成 30 年度受理件数 

請願  4 件 

陳情 11 件 

・令和元年度受理件数 

請願  2 件 

陳情  7 件 

・令和 2 年度受理件数 

請願  3 件（分割付託含む） 

陳情  7 件 

 

【課題・問題点】 

・請願及び陳情について、引き続き適切な対

応に努める必要がある。 

・今後先進事例を参考に請願の手引きの作成

を検討する必要がある。 

る。 

・今後先進事例を参

考に請願の手引き

の作 成 を 検 討 す

る。 

 

2 項 Ｂ 

【取組状況】 

・平成 29 年度 

紹介議員に説明を求めた件数 2 件 

提出者を参考人として招致した件数 1 件 

・平成 30 年度 

紹介議員に説明を求めた件数 4 件 

提出者を参考人として招致した件数 1 件 

・令和元年度 

紹介議員に説明を求めた件数 2 件 

提出者を参考人として招致した件数 1 件 

・令和 2 年度 

紹介議員に説明を求めた件数   3 件 

提出者を参考人として招致した件数 1 件 

 

【課題・問題点】 

・請願及び陳情について、引き続き適切な対

応に努める必要がある。 

・請願及び陳情につ

いて、引き続き適

切 な 対 応 に努 め

る。 

 

情報公開 第 8 条  Ｂ 

【取組状況】 

・市民ホールで議会中継を行っている。 

・本会議及び予・決算審査特別委員会は会議

録を HP で公開しているほか、インターネット

中継で生中継並びに録画映像の配信を実施

している。 

平成 29 年度閲覧者数 

生中継   5,836 件 

録画配信 2,178 件 

平成 30 年度閲覧者数 

生中継   4,060 件 

録画配信  1,000 件 

令和元年度閲覧者数 

生中継   3,142 件 

録画配信  750 件 

令和 2 年度閲覧者数 

生中継   7,989 件 

・議会だより等で周

知を行うほか、コロ

ナ禍にあり、インタ

ーネット中継による

傍聴者を増やすた

めの取組に引き続

き努める。 
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条文 評価 取組状況、課題・問題点 今後の対策等 

録画配信  3,186 件 

・本会議及び予・決算審査特別委員会につい

ては、HP や議会だよりで、開催予定を早めに

公表するとともに、コロナ禍にあり、傍聴自粛

の要請を行う中、インターネット中継による傍

聴を呼びかけている。 

・委員会や全員協議会の開催予定について

も、HP やツイッターで公開している。 

平成 29 年度傍聴者数 

本会議場（予・決算審査特別委員会及び全

員協議会を含む）  99 人 

常任委員会等     0 人 

平成 30 年度傍聴者数 

本会議場（予・決算審査特別委員会及び全

員協議会を含む） 135 人 

常任委員会等     0 人 

令和元年度傍聴者数 

本会議場（予・決算審査特別委員会及び全

員協議会を含む） 44 人 

常任委員会等    1 人 

令和 2 年度傍聴者数 

本会議場（予・決算審査特別委員会及び全

員協議会を含む） 58 人 

常任委員会等   20 人 

・委員会や全員協議会の会議録を研修室に配

架し、閲覧できるようにしている。 

・常任委員会では市民・団体との意見交換を行

っている。 

平成 29 年度市民・団体との意見交換数 

総務常任委員会    5 件 

教育福祉常任委員会 4 件 

産業建設常任委員会 3 件 

平成 30 年度市民・団体との意見交換数 

総務常任委員会    0 件 

教育福祉常任委員会 0 件 

産業建設常任委員会 5 件 

令和元年度市民・団体との意見交換数 

総務常任委員会    0 件 

教育福祉常任委員会 1 件 

産業建設常任委員会 2 件 

令和 2 年度市民・団体との意見交換数 

総務常任委員会    0 件 

教育福祉常任委員会 3 件 

産業建設常任委員会 6 件 

 

【課題・問題点】 

・コロナ禍にあり、傍聴自粛の要請を行う中、イ

ンターネット中継の周知を引き続き図る必要

がある。 

市長等と議会の 第 9 条 1 項 Ｂ 【取組状況】 ・適切に事務の執行
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条文 評価 取組状況、課題・問題点 今後の対策等 

関係 

 

（監視及び評価） 

（一問一答） 

（反問） 

（必要な情報の提

供） 

・総務常任委員会の請願審査の過程で、市当

局の不適切な事務手続きを指摘した。 

 

【課題・問題点】 

・監視及び評価できるよう継続的な取組が必要

である。 

を監視・評価できる

よう継 続的 に取 り

組む。 

2 項 Ｂ 

【取組状況】 

・一般質問に一問一答方式を導入している。 

・議案審議等への一問一答方式を令和 2 年 4

月 1 日から、実施している。 

 

【課題・問題点】 

・簡潔かつ論点を明確にした質疑が必要であ

る。 

・一問一答方式につ

いて、継続的に検

証を行う。 

・定例会終了後の反

省会を引き続き実

施するなど、簡潔

かつ論点を明確に

した質疑になるよう

努める。 

3 項 E 

【課題・問題点】 

・今後も明瞭な質疑になるよう努めるとともに、

反問のあり方について検討する必要がある。 

・今後も明瞭な質疑

になるよう努めると

ともに、反問のあり

方（趣旨確認）につ

いて検討する。 

第 10 条  Ｂ 

【取組状況】 

・逐条解説に、必要な情報の範囲について例

示している。 

・全員協議会や月例会議の市政報告を通し

て、随時把握している。 

 

【課題・問題点】 

・資料の充実を求めるとともに、説明が不足な

点を、議会から明らかにしていく必要がある。 

・ 資 料 の充実 を 求

め、説明が不足な

点は、明らかにす

るよう求めることに

努める。 

議決事件の拡大 第 11 条 

1 項 Ｂ 

【取組状況】 

・市総合計画の基本構想等を議決事件に加え

ている。 

 

【課題・問題点】 

・議会が、市行政の政策立案段階から関与す

ること及び議会の関与の強化によって監視機

能や政策提案機能を高めるよう努める必要が

ある。 

・議会の議決すべき事件の追加や検証につい

ては、議会運営委員会において、不断に検

討する必要がある。 

・議会が、市行政の

政策立案段階から

関与すること及び

議会の関与の強化

によって監視機能

や政策提案機能を

高めるよう努める。 

・議会の議決すべき

事件の追加や検証

については、議会

運営委員会におい

て、不断に検討す

る。 

2 項 - 

【取組状況】 

・「行政に係る基本的な計画の議決等に関する

条例」を定めている。（評価の対象としない） 

 

議会機能の強化 

 

（合意形成と協議

の場の開催） 

第 12 条 1 項 Ｂ 

【取組状況】 

・常任委員会で所管事務調査を行っているほ

か、復興特別委員会及び新型コロナウイルス

感染症対策特別委員会を設置し、将来のま

・引き続き政策形成

サイクルを示し、政

策立案や提言等が

できる議会になるよ
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条文 評価 取組状況、課題・問題点 今後の対策等 

（他自治体議会と

の交流・連携） 

（調査機関の設

置） 

ちづくりに向けた提言や感染症対策の提言等

に取り組んでいる。 

・市政調査会で、市政課題や事業の進捗確認

などの研修や視察等を行っている。 

・月例会議の市政報告で、市政課題等に認識

を深めるとともに、市当局や議会内部の情報

共有を図っている。 

・特別委員会で取りまとめた新型コロナウイルス

感染症対策に係る提言書提出（令和 2 年 11

月 26 日） 

・特別委員会で取りまとめた復興に係る提言書

提出（令和 3 年 3 月 2 日） 

・引き続き政策立案や提言等ができる議会にな

るよう取り組んでいる。 

・政策形成サイクルを示し、政策立案や提言等

につながる調査を行っている。 

・オンライン会議システムやペーパーレス会議

システムの活用を検討している。 

う取り組んでいく。 

2 項 Ｂ 

【取組状況】 

・全員協議会や月例会議を適宜開催し、合意

形成を図るとともに共通認識を深めている。 

 

【課題・問題点】 

・自由討議実施要綱を定め、委員会の請願審

査や協議の中で活用を図っているが、本会議

や全員協議会等を含めて活用し、活発な議

論につながるよう努める必要がある。 

・ 自 由討 議 につ い

て、本会議や全員

協議会等において

も活用を図り、活発

な議論につながる

よう努める。 

3 項 B 

【取組状況】 

・気仙地区議会議員協議会で、各市議会と課

題や情報の共有を図っている。 

 

【課題・問題点】 

・他の自治体の議会と政策及び政策運営につ

いて意見交換を行うよう努める必要がある。 

・他の自治体の議会

と政策及び政策運

営についての意見

交換を行政視察等

の機会に行うよう努

める。 

4 項 E 
【取組状況】 

・活用した実績がない。 

・必要に応じて活用

を図る。 

委員会の活動 

 

（委員会の適切な

設置） 

（政策立案・提言

への取組と委員

会間の調整） 

（市民との懇談） 

第 13 条 1 項 B 

【取組状況】 

・常任委員会で所管事務調査を行っているほ

か、復興特別委員会及び新型コロナウイルス

感染症対策特別委員会を設置し、将来のま

ちづくりに向けた提言や感染症対策の提言等

に取り組んでいる。 

・市政調査会で研修や視察を実施しているほ

か、月例会議で情報共有等に努めている。 

・議員連盟を設立している。 

 

【課題・問題点】 

・議案審査における委員会付託について検討

する必要がある。 

・議案審査における

委員会付託につい

て、必要に応じて

議会運営委員会で

検討する。 
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条文 評価 取組状況、課題・問題点 今後の対策等 

2 項 B 

【取組状況】 

・委員長連絡会議、復興特別委員会及び新型

コロナウイルス感染症対策特別委員会幹事会

を開催し、情報共有を図っている。 

・特別委員会で取りまとめた新型コロナウイルス

感染症対策に係る提言書提出（令和 2 年 11

月 26 日） 

・特別委員会で取りまとめた復興に係る提言書

提出（令和 3 年 3 月 2 日） 

 

【課題・問題点】 

・調査活動を通じ、復興特別委員会や新型コロ

ナウイルス感染症対策特別委員会での提言

を行っているが、引き続き政策立案や政策提

言に結びつくよう取り組む必要がある。 

・常任委員会の所管

事 務 調 査 を 実 施

し、政策立案や政

策提言に結びつく

よう取り組む。 

3 項 B 

【取組状況】 

・常任委員会単位で、市民・団体との意見交換

を行っている。 

（再掲） 

平成 29 年度市民・団体との意見交換数 

総務常任委員会    5 件  

教育福祉常任委員会 4 件  

産業建設常任委員会 3 件 

平成 30 年度市民・団体との意見交換数 

総務常任委員会    0 件 

教育福祉常任委員会 0 件 

産業建設常任委員会 5 件 

令和元年度市民・団体との意見交換数 

総務常任委員会    0 件 

教育福祉常任委員会 1 件 

産業建設常任委員会 2 件 

令和 2 年度市民・団体との意見交換数 

総務常任委員会    0 件 

教育福祉常任委員会 3 件 

産業建設常任委員会 6 件 

 

【課題・問題点】 

・コロナ禍により、議会報告会の開催は見送っ

たが、常任委員会の所管事務活動を通じて、

意見交換の機会を設けた。 

・コロナ禍ではある

が、広く 市民を対

象とした市民懇談

会等の開催につい

て、引き続き努力

する。 

4 項 - 

【取組状況】 

・「委員会条例」を定めている。（評価の対象と

しない） 

 

議員研修の充実 第 14 条  B 

【取組状況】 

・市政調査会で、市政課題に係る研修や事業

の進捗などを確認する視察等を行っている。 

・月例会議を設け、市政課題等に認識を深め

るとともに、情報共有を図っている。 

 

【課題・問題点】 

・政策提言を行える

よう、政策形 成能

力 及 び立 案 能 力

向上のため、更な

る研修の充実強化

を図る。 
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条文 評価 取組状況、課題・問題点 今後の対策等 

・政策提言を行えるよう、政策形成能力及び立

案能力向上のための研修も必要である。 

政務活動費 第 15 条  B 

【取組状況】 

・会派・議員に一人につき 7,000 円/月を交付し

ている。 

・「政務活動費の手引き」を作成し使途基準に

ついて再確認するとともに、平成 28 年度交付

分から HP で、領収書を含む収支報告書や視

察・研修報告書等を公開している。 

 

【課題・問題点】 

・多様化する市民ニーズの対応により、視察研

修する機会が必要となっている。 

・議員の調査活動が

活発化していること

等から、政務活動

費を適正な額に見

直すよう検討する。 

議会広報 第 16 条  B 

【取組状況】 

・議会だよりを改選期の臨時号で 1 回発行する

とともに、定例会ごとに、年 4 回発行している。 

・HP で会議録、議会中継のほか、本会議の開

催予定、議会の活動記録等を公開している。 

・平成 28 年度は子ども議会や中学生の意見交

換会に、29～令和 2 年度は中学生の意見交

換会に議場を活用した。 

・広報・広聴活動に

ついて、今後も広く

検討し、積極的に

取り組む。 

議員の政治倫理 第 17 条  E 

【取組状況】 

・議員辞職の事例が生じた。 

・理念を再確認し、

市民に疑念を抱か

れないよう、責務を

果たすものとする。 

議員定数及び 

議員報酬 
第 18 条 

1 項 - 

【取組状況】 

・「議員定数条例」「議員の議員報酬及び費用

弁償等に関する条例」を定めている。（評価の

対象としない） 

 

2 項 B 

【取組状況】 

・趣旨を確認している。 

・報酬については、前々任期の議会改革調査

特別委員会で、復興を優先し現在は見直す

段階にないとの結論を得ている。 

・議会・委員会活動

の活発化や若い世

代の人材育成の観

点から、定数や報

酬のあり方につい

ては、今後も引き

続き検討する。 

危機管理 第 19 条  B 

【取組状況】 

・災害対応指針等を整備するとともに、毎年、

想定を変えた防災訓練を実施している。（令

和 2 年度はオンライン会議システムを活用し

た訓練を実施） 

・大船渡市議会災害時対応基本計画（大船渡

市議会業務継続計画（BCP））や同計画の感

染症対応版を策定し、運用している。 

・今後もあらゆる想

定を考え、防災訓

練を行うなど、危機

管理体制の整備に

努める。 

災害時の対応 第 20 条  B 

【取組状況】 

・災害対応指針等を整備するとともに、毎年、

想定を変えた防災訓練を実施している。 

・今後もあらゆる想

定を考え、防災訓

練を行うなど、危機

管理体制の整備に

努める。 



公 表 用                         

- 8 - 

 

条文 評価 取組状況、課題・問題点 今後の対策等 

議会事務局の 

体制整備 
第 21 条  B 

【取組状況】 

・令和元年度から、会議録作成に係る音声書き

起こしクラウドサービス及び有線マイクシステ

ムを導入したことにより、会議録の早期調製及

び事務の効率化が図られている。 

・議会事務局関係の研修会には、積極的に参

加し、知見を深めている。 

 

【課題・問題点】 

・議会事務局の組織強化に向け、研修の実施

や人員増による体制の充実等に努める必要

がある。 

・議会事務局の組織

強化に向け、研修

の実施や人員増に

よる体制の充実等

に努める。 

議会図書室 第 22 条  B 
【課題・問題点】 

・図書室の充実を図る必要がある。 

・引続き、図書室の

充実に努める。 

継続的な評価 

及び検討 
第 23 条  E 

【課題・問題点】 

・継続して検証に努める必要がある。 

・議会活動が条例の

趣旨に沿って取り

組まれている か、

継続的に検証を行

っていく。 

 


